
■市民の皆様からいただいた「市長への手紙」に対する回答の内容をまとめました。 

 

 

 

 

 

■回答したもの（受付年月 令和４年６月分） 

対応状況凡例：○＝手紙の内容に応じて対応済 

                                                                    △＝手紙の内容を検討中  

                                                                    ×＝手紙の内容に対応できない                        

NO. 種別 件名 要旨 
対応 

所管課 
内容 状況 

１ 手紙 粗大ゴミについて 

 粗大ゴミについて、大変困っています。主人が

亡くなり一人住まいの者です。屋外に一人で出す

事ができる物は、粗大ゴミ収集により、排出をお

願いしましたが、屋外に出す事ができない物（鏡

台・本棚等）があります。静岡市役所では、65 歳

以上、一人住まいの人に限り、７点まで市職員が

家内に入り排出してくれ、とても助かったという

話をききました。これからも高齢化となり、私の

ような問題をかかえる人が増加すると思います。

検討していただきたいと思いペンをとらせていた

だきました。 

市は現在、電話での事前申し込みにより、粗大ご

みの戸別収集を毎週水曜日に実施しています。 

粗大ごみの戸別収集は、引越し業者のような専門的

なスキルを持たない市の職員が行うため、市民の皆

様の大切な財産である家屋に傷を付けてしまうな

ど、かえって御迷惑をおかけすることがありますの

で、現在は、屋内での戸別収集を行っておりませ

ん。 

御親族や知人等により屋外まで粗大ごみを出すこ

とができない場合は、有料となりますが、市内に収

集運搬許可業者が複数おりますので、これらの業者

へ依頼していただくようお願いいたします。 

なお、業者の連絡先が不明な場合は、大変お手数で

すが、環境課衛生係までお問合せいただければ御紹

介をいたします。 

〇〇様のお手紙にあったように、高齢化社会を迎

え、屋内まで立ち入って、粗大ごみを収集して欲し

いという需要は年々増加していくものと思われま

す。 

現在、市内では、各地区において、高齢者や体の

不自由な方を対象とした様々なサポートを実施する

「応援隊」が自治会等で設立され地域課題の解決に

向け尽力されております。 

地域課題が複雑化・多様化する中、このような団

体活動が活発になり、それを市が支援することで、

きめ細かな対応が可能となると考えておりますの

で、御理解くださいますようお願いいたします。 

× 
環境課 

35-3744 

○対象となった市長への手紙   ：２件（ただし、匿名等で回答していない市長への手紙は除く。） 

 うち回答済みの件数      ：２件 

 うち回答作成中の件数     ：０件 

○対象とならなかった市長への手紙：１７件（匿名、回答不要、市政に直接関係のない内容のもの。） 



２ メール 市長にお願い 

医療費は 18 歳までタダ。保育料も２人目は完全無

料。セコい要件は課さない。国がやらないので、

市でやっている」９年連続で人口増を達成してい

る明石市。 

入園前には月 1 万円（所得制限なし） 

高校就学支援年 9万（所得制限なし） 

高校まで医療費無料（所得制限なし） 

子育て祝い金 10-40万（所得制限なし） 

チャイルドシート等貸出月 100 円（所得制限な

し）など他にも重層的支援ありの奈義町。 

見習って下さい。 

中学生の給食費も無料だそうです。 

是非、見習って島田市でも実現してください。 

島田市はガソリンも高い、市民税もたかいです。 

子育て世代、かなり苦しいのが現状です。 

私は 3人目が欲しかったけど、金銭的理由で 

諦めたので… 

子育てのしやすい街を作って下さい。 

「こども医療費の完全無償化」、「給食費の無償

化」などの施策については、都市間競争により地域

間格差が出ないよう、国の政策として実施されるべ

きものであると考えます。 

一方、子育てを継続的に支える「伴走型支援」に

ついては、地域の実情に応じて地方自治体がきめ細

かく行っていく必要があります。島田市では、母子

手帳交付時から担当保健師を配置して、妊娠期から

子育て期にかけて同じ保健師が継続的に支援をする

「島田市版ネウボラ」を実施しています。また、妊

娠中及び出産間もないお母さんが安心して子育てが

できるよう、育児経験のある保育士が無料で家庭を

訪問して相談・育児援助を行う「育児サポーターの

派遣」や、子育てに関する相談や情報提供につい

て、それぞれの事情に応じて対応する「子育てコン

シェルジュ」の設置、「親育」をテーマにした多彩

なメニューの講座の実施など、島田市独自の支援を

行っています。 

島田市が７年連続で30歳代と10 歳未満の子ども

の転入超過が続いているのも、こうした取り組み

が、子育て世代の方々に受け入れられていることに

よるものと思っています。 

お手紙にありましたように、「子育てにお金がか

かる」というのも子育て世帯にとっては切実な思い

です。限られた財源の中で、どんな支援があればさ

らに子どもを産み育てやすくなるのか、経済的な面

だけでなく、社会全体で子育て世帯を支えるための

施策、制度の充実が求められています。島田市では

引き続き、子育てしやすい環境整備を推進してまい

ります。 

 

× 
子育て応援課 

36-7159 

 


